平成15年度　第1回　デジタル３種　法規科目

  端 末 設 備 の 接 続 に 関 す る 法 規  
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「電気通信事業法」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　 (小計25点)
(1)　次の記述のうち、誤っているものは、（　ア　）である。　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　電気通信とは、有線、無線その他の電磁的方式により、符号、音響又は影像を送り、伝え、又は受けることをいう。

②　電気通信役務とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信設備を他人の通信の用に供することをいう。
③　電気通信設備とは、電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気的設備をいう。

　④　自営電気通信設備とは、第一種電気通信事業者が設置する電気通信設備であって、端末設備意外のものをいう。


(2)　次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　第一種電気通信事業は、電気通信回線設備を設置して電気通信役務を提供する事業である。

B　第一種電気通信事業とは、第一種電気通信事業を営むために総務大臣の許可を受けた者、特別第二種電気通信事業者とは、特別第二種電気通信事業を営むために総務大臣の登録を受けた者をいう。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備をいい、交換設備及びにこれらの附属設備を含まない。

B　事業用電気通信設備とは、第一種電気通信事業者及び特別第二種電気通信事業者がその電気通信事業の用に供する電気通信設備をいう。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　端末設備とは、電気通信回線設備の一端に接続される電気通信設備であって、一の部分の設置の場所が（　エ　）の設置の場所と同一の構内（これに準ずる区域内を含む。）又は同一の建物内であるものをいう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　自営電気通信設備　　②　配線設備等　　③　共用する部分　　④　他の部分


(5)　次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　工事担任者は、端末設備又は自営電気通信設備の接続の工事の実施又は監督の職務を誠実に行わなければならない。

B　工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末設備若しくは自営電気通信設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「工事担任者規則」（これに基づく告示を含む。）及び「端末機器の技術基準適合認定及び設計についての認証に関する規則」並びに「有線電気通信法」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計25点)
(1)　次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　技術基準適合認定を受けた端末機器をプラグジャック方式により電気通信回線設備に接続するときは、工事担任者を要する。

B　海事衛星通信の用に供する船舶地球局設備に接続する端末設備を電気通信回線設備に接続するときは、工事担任者を要しない。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　デジタル第3種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備を接続するための工事（接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒192キロビット以下のものであって端末設備に収容される電気通信回線の数が1のものに限る。）を行い、又は監督することができる。
B　デジタル第3種工事担任者は、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行うこと、又は監督することができない。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　工事担任者は、資格者証を汚し、破り、又は失ったために再交付の申請をしようとするときは、所定の様式の申請書に（　ウ　）を添えて、総務大臣に提出しなければならない。　　　　(5点)
	　①　当該資格者証の写し又は住所及び氏名を記載した書類

　②　当該資格者証の写し又は氏名及び生年月日を記載した書類

　③　当該資格者証又は試験に合格した日若しくは養成課程を修了した日を証明する書類
④　当該資格者証又は住民票の写し若しくは氏名及び生年月日を証明する書類


(4)　技術基準適合認定を受けた端末機器には、その旨を表示する必要がある。電話用設備に接続される端末機器に表示する認定番号の最初の文字は、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　A　　②　B　　③　C　　④　D


(5)　総務大臣は、有線電気通信設備を設置した者に対し、その設備が政令で定める技術基準に適合しないため他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与えると認めるときは、その妨害の防止又は除去のため必要な限度において、その設備の（　オ　）その他の措置を命ずることができる。(5点)
	　①　修理又は取り外し　　　②　使用の停止又は改造、修理
③　設計の変更又は改造　　④　使用の制限又は停止


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

B　総合デジタル通信端末とは、端末設備であって、総合デジタル通信用設備に接続されるものをいう。
	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、（　イ　）との間に分界点を有しなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　自営電気通信設備　　　②　無線呼出用設備

③　事業用電気通信設備　　④　有線電気通信設備


(3)　次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　端末設備は、自営電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能を有するものでなければならない。

B　端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音（電気的又は音響的結合により生ずる発振状態をいう。）を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすものでなければならない。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　通話機能を有する端末設備は、（　エ　）中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを防止する機能を備えなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　通　話　　②　自動再発信　　③　可聴音の確認　　④　電気通信回線の接続


(5)　絶対レベルとは、一の皮相電力の１ミリワットに対する比を（　オ　）で表したものをいう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　絶対値　　②　相対レベル　　③　デシベル　　④　不要送出レベル


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　アナログ電話端末の基本的機能と発信の機能に関する次の二つの記述は、（　ア　）。　　(5点)
A　アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したと開くものでなければならない。

B　発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後3分以内に直流回路を閉じるものでなければならない。
	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　自動再発信（応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動的に行う発信をいう。）を行う場合（自動再発信の回数が15回以内の場合を除く。）にあっては、その回数は最初の発信から3分間に（　イ　）回以内でなければならない。この場合において、最初の発信から3分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。ただし、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

(5点)
	　①　1　　②　2　　③　3　　④　4


(3)　アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合、その信号の周期は、（　ウ　）ミリ秒以上でなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　30　　②　60　　③　100　　④　120


(4)　直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、（　エ　）メガオーム以上でなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　1　　②　2　　③　3　　④　4


(5)　直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の電気的条件等に関する次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　直流回路と大地の間の絶縁抵抗は、直流200ボルト以上の一の電圧で測定した値で1メガオーム以上でなければならない。

B　呼出信号受信時における直流回路の静電容量は、3マイクロフアラド以下であり、インピーダンスは、75ボルト、16ヘルツの交流に対して2キロオーム以上でなければならない。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


解答

第1問（ア）④　（イ）③　（ウ）②　（エ）④　（オ）③

第2問（ア）②　（イ）①　（ウ）④　（エ）①　（オ）②

第3問（ア）②　（イ）③　（ウ）②　（エ）①　（オ）③

第4問（ア）①　（イ）②　（ウ）④　（エ）①　（オ）③

